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南部町告示第103号 

平成29年第５回南部町議会臨時会を次のとおり招集する。 

平成29年11月10日 

南部町長 陶 山 清 孝 

記 

１．期  日  平成29年11月16日 

２．場  所  南部町議会議場 

３．付議案件 

議案第67号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第68号 会見小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

議案第69号 西伯小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

議案第70号 平成29年度南部町一般会計補正予算（第４号） 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

加 藤   学君         荊 尾 芳 之君 

滝 山 克 己君         長 束 博 信君 

白 川 立 真君         三 鴨 義 文君 

仲 田 司 朗君         板 井   隆君 

景 山   浩君         細 田 元 教君 

井 田 章 雄君         亀 尾 共 三君 

真 壁 容 子君         秦   伊知郎君 

─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

な し 

─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

平成29年 第５回（臨時）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日） 

平成29年11月16日（木曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

平成29年11月16日 午前10時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議事日程の宣告 

日程第４ 議案第67号 専決処分の承認を求めることについて 

日程第５ 議案第68号 会見小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

日程第６ 議案第69号 西伯小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

日程第７ 議案第70号 平成29年度南部町一般会計補正予算（第４号） 

─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議事日程の宣告 

日程第４ 議案第67号 専決処分の承認を求めることについて 

日程第５ 議案第68号 会見小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

日程第６ 議案第69号 西伯小学校空調設備整備工事に関する契約の締結について 

日程第７ 議案第70号 平成29年度南部町一般会計補正予算（第４号） 

─────────────────────────────── 

出席議員（14名） 

１番 加 藤   学君     ２番 荊 尾 芳 之君 

３番 滝 山 克 己君     ４番 長 束 博 信君 

５番 白 川 立 真君     ６番 三 鴨 義 文君 

７番 仲 田 司 朗君     ８番 板 井   隆君 

９番 景 山   浩君     10番 細 田 元 教君 

11番 井 田 章 雄君     12番 亀 尾 共 三君 
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13番 真 壁 容 子君     14番 秦   伊知郎君 

─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ----------------- 岩 田 典 弘君  書記 ----------------- 杉 谷 元 宏君 

─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ----------------- 陶 山 清 孝君  副町長 --------------- 松 田   繁君 

教育長 --------------- 永 江 多輝夫君  総務課長 ------------- 唯   清 視君 

総務課課長補佐 ------- 藤 原   宰君  総務・学校教育課長 --- 見 世 直 樹君 

建設課長 ------------- 田 子 勝 利君 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開会 

○議長（秦 伊知郎君） これより、会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１４名です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、平成２９年第５回南部町議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。 

 ５番、白川立真君、６番、三鴨義文君。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第２ 会期の決定 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１日間と決定いたしました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第３ 議事日程の宣告 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第４ 議案第６７号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、議案第６７号、専決処分の承認を求めることについてを議題

といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、松田繁君。 

○副町長（松田  繁君） 副町長でございます。それでは、議案第６７号、専決処分の承認を求

めることについて（平成２９年度南部町一般会計補正予算（第３号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 はぐっていただきまして、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項により、平

成２９年度南部町一般会計補正予算（第３号）について、次のとおり専決処分をする。平成２９

年１０月６日付でございます。 

 詳細につきましては、総務課長から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。では、予算書をお開きください。１ページです。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第６７号 

平成２９年度南部町一般会計補正予算（第３号） 

 平成２９年度南部町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２，３６８千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７，１１０，７３７千円とする。 
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２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   平成２９年１０月 ６日          専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 

 ４ページをお開きください。こちらの下段のほうをごらんいただければと思います。これは平

成２９年１０月１０日公示、同１０月２２日投開票のありました衆議院選挙と国民審査に関する

ものでございます。 

 ２款総務費、４項選挙費、４目衆議院議員選挙費でございます。１，２３６万８，０００円を

追加いたしまして、１，２３６万８，０００円とするものでございます。右のほうに説明を記載

しております。まず、主なものを申し上げますと報酬ですが、これは選管の委員とか投開票管理

者に関する報酬等でございます。次の職員手当ですが、これは選管職員とか、あるいは投開票事

務に従事した職員に関するものでございます。それから、需用費ですが、これにつきましては消

耗品等、衆議院選挙の手引等の書籍等に関するものでございます。委託料１５０万６，０００円

を計上しておりますが、これは計数機等の点検代等でございます。それから、備品購入費ですが、

これが今回導入いたしました自動分類機、いわゆる画像識別装置でございます。これによりまし

て、装置、ＰＣ、それからソフトを組んだものでございます。 

 このページの上段をごらんください。１４款国庫支出金、３項国庫委託金、１目総務費国庫委

託金、これを１，１２６万４，０００円を補正いたしまして、１，１４２万４，０００円とする

ものでございます。これは衆議院選挙に関する国庫委託金でございます。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、これは１１０万４，０００円をお願いしております

が、これは先ほど申し上げました画像識別装置の補助ですが、これは国が９分の５、県が９分の

２、トータルで９分の７の補助がありますが、９分の２分が単町費になります。したがいまして、

これを計上するものでございます。 

 ５ページをお開きください。５ページと６ページに給与費明細を記載しております。上の特別

職が投票立会人等でして、下段の一般職と申しますのが事務従事者等に関するものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明が終わりました。 

 提案に対して質疑はありませんか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 今回の専決は、この間の衆議院選挙の費用だということです。今
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回の衆議院選挙というのは本当降って湧いたような選挙で、準備も短時間で大変であったので

はないかと思うんですけども、そこを踏まえてあえて聞きますが、住民から見た場合、選挙公

報が来るのすごく遅かった。遅かったですよね。投票日の何日前でしたか、届くのが。私たち

も、ああ、そうか、こんなに急に来た選挙はこんなふうになるのかと思ったんですけれども、

それについて町ではどんなふうに対応なさったのかということですよね。かなり急がれたとは

思うんですけども、結果として住民に来る公報は遅かったということですが、その点と、入場

券がありますよね。入場券はなくても入れるということですけど、これも本当に忙しい選挙で

大変であったと思うんですけども、今回のような選挙の場合、そういう住民に渡す分について

どのような努力をなさったのかということをお聞きしたいのが１つ。 

 ２つ目には、投票率の問題です。投票率が発表されていましたが、その投票率に対する見解と

投票率を上げるために町選管としてはどのようなことをなさったのか。 

 ３つ目、この費用を見てもわかるように、住民のほうからは投票率を上げていく一つの方法で

もあるし、選挙に向けての当然の責任としては、私は住民から出ている期日前投票の複数設置等

は考えていくべきではないかというふうに思うのですが、費用としてはこの報酬と職員手当が若

干ふえるだけではないのかというふうに思うわけですよね。大した金額ではないのではないかと

いう点についてどうかという点です。 

 それと、４つ目は、例えばうちの馬場集落というところは、既存の集落の軒数が３０戸、馬場

住宅３０戸で６０軒近くあるんですね。そこに掲示板がないんですよ。これは何年か前の合併後

でしたっけ、縮小することによって掲示板の数が変わりましたよね。私は、それは言ってみれば、

法的に見たらまだ余裕あるのではないかと思うんですが、やっぱりそういうふうなところもきち

っと確保するという努力すべきではないかと、投票率を上げるためにもというふうに思うんです

が、それについての見解を伺いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。先ほどの公報と入場券なんですが、公報につきまし

ては配布できる状態になってからもうすぐ郵便局のほうに申し込んでおります。郵便局のほう

も人手が十分にあるとは思えませんので、どうしてもタイムラグが発生することになります。 

 それから、入場券についても同様ですが、特に今回は郵便局で入場券を配布されるときにバイ

クで配布されるんですが、ひっくり返されたことがありまして、一部の地域で何かぐじゃぐじゃ

になったことありまして、それにちょっと時間を要したことが上げられます。申しわけありませ

んでした。 
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 投票率アップの問題なんですが、これはもちろん、行政務線等でお知らせしますし、それから

ことしですと丸合の周りで選管の委員さん等々、啓発活動をしております。具体的にはポケット

ティッシュ等を配りまして、投票にお願いしますということをしております。 

 それから、期日前投票所でしたね。もう一つということなんですが、これは職員体制が非常に

困難なことが上げられます。特に国政ですと長期になります。今回ですと１１日間だったと思い

ますが、この間、全て職員振り分けることが必要になっております。これは通常業務に非常に影

響を及ぼしますので、ちょっとこの辺については難しいのではないかと思っています。 

 次が掲示板の件ですが、これは公職選挙法の施行令によりまして、有権者数と面積で区分がし

てあります。その全体の数を決めるんですが、全体をどうそれを配置するかというのはその場所

場所を勘案して一番効果的なほうに考えて配置をしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（秦 伊知郎君） 真壁議員、よろしいですか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 掲示板の件ですけれども、掲示板の数が少なくなったというのは

施行令が変わったということというふうに理解していいわけですか。そうではなくて、置く場

所を変えたんだということだけですか。掲示数が変わっていますよね。その理由は何だったん

ですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。数の件ですか。（「少なくなっています」と呼ぶ者

あり）昔、何年か前からと比べて少なくなってるかもしれません。ちょっとその理由は把握し

ておりません。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） ６番、三鴨です。先ほど真壁議員の質問の中にもありましたけれ

ども、要は聞きたいところは、期日前投票の困難なという答弁ありましたけど、そうじゃなく

て、この１，２３６万８，０００円の補正の中で期日前投票に要した経費というのが幾らかか

ったのかというのを教えていただきたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。期日前投票所自体の金額というのはちょっと把握を

しておりませんが、国の法律、選挙等の経費の執行経費の基準に関する法律というのがありま
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して、これについて規定があります。具体的には、当該法律の第４条の３第１項に規定があり

ますが、１期日前投票所において３万１００円というふうに考えられております。複数期日前

投票日があるわけですが、今回の１１日やるとしますと、これに１１倍した数字が国は考えて

おります。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） 南部町は１カ所期日前投票所があって３万幾らの１１倍とかとい

う話でしたけど、単純に言えば三、四十万しかかかってないということなんでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。国の法律ではそうなっております。 

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） 済みません、くどいようですけど。結果的にその１，２３６万８，

０００円補正がされた中で、期日前投票所を開設して報酬だ、何がかかったという、手当がか

かったというもののトータル金額は出せるんじゃないでしょうか。違うんですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。期日前投票所に配置する職員がいるんですが、その

時間外単価というのは一人一人違ってきます。その辺は三鴨議員も御存じだと思うんですが、

その集計はかなりの作業を要します。ですから、国のほうも単純に１カ所１日当たり幾らとい

うふうに決めております。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第６７号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第６７号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第５ 議案第６８号 
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○議長（秦 伊知郎君） 日程第５、議案第６８号、会見小学校空調設備整備工事に関する契約の

締結についてを議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、松田繁君。 

○副町長（松田  繁君） 副町長でございます。それでは、議案第６８号、会見小学校空調設備

整備工事に関する契約の締結についてでございます。 

 会見小学校空調設備整備工事に関する契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号

及び南部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、会見小学校空調設備整備工事。契約の方法は、指名競争入札。契約の金額は、

５，０９０万４００円。契約の相手方は、鳥取県米子市旗ヶ崎２２００番地、米子ガス産業株式

会社、代表取締役、宇田川俊宏でございます。 

 以上、よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第６８号、会見小学校空調設備整備工事に関する契約の締結についてを採決い

たします。 

 議案第６８号は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第６ 議案第６９号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第６、議案第６９号、西伯小学校空調設備整備工事に関する契約の

締結についてを議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、松田繁君。 
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○副町長（松田  繁君） 副町長でございます。議案第６９号、西伯小学校空調設備整備工事に

関する契約の締結についてでございます。 

 西伯小学校空調設備整備工事に関する契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号

及び南部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的は、西伯小学校空調設備整備工事。契約の方法は、指名競争入札。契約の金額は、

５，４６４万８，０００円。契約の相手方は、鳥取県米子市蚊屋２４８番地１、株式会社モチダ、

代表取締役、持田光雄でございます。 

 以上、よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑はありませんか。 

 ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番、板井です。このたびの６８号と６９号、一番懸案だった今

年度の大きな事業、小学校に空調設備、冷暖房がつくわけなんですけれど、これだけの審議を

すると、あとの例えば会見第二小学校、それから法勝寺中学校、南部中学校と、まだそれぞれ

つける予定になっていたと思うんですが、これだけで終わってしまうと、町民の方には中学校

はどうなったんだ、会見第二小学校はどうなるんだというようなこともあると思うんですが、

その点について説明をしておいてください。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務・学校教育課長、見世直樹君。 

○総務・学校教育課長（見世 直樹君） 総務・学校教育課長です。今回、会見小学校と西伯小学

校を審議していただいていますけど、これは５，０００万を超えているということで議会の議

決が要るということで御審議いただいています。同じ日に南部中学校、法勝寺中学校、それか

ら先月には会見第二小学校も入札を終えておりますので、第二小学校は進めてますし、残りの

４つもこれを受けまして進めるということで、御理解よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番です。ありがとうございます。やはり本当に懸案の子供たち

が、本当環境のいい形で勉強もできるということなんですけれど、これは年度内にできると、

全校できるというふうに受け取っておいていいんでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務・学校教育課長、見世直樹君。 

○総務・学校教育課長（見世 直樹君） 総務・学校教育課長です。３月まで、年度内には終わる

ように業者と話を進めております。以上です。 
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○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第６９号、西伯小学校空調設備整備工事に関する契約の締結についてを採決い

たします。 

 議案第６９号は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第７ 議案第７０号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第７、議案第７０号、平成２９年度南部町一般会計補正予算（第４

号）を議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、唯清視君。 

○総務課長（唯  清視君） 総務課長です。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第７０号 

平成２９年度南部町一般会計補正予算（第４号） 

 平成２９年度南部町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０４，２５９千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７，２１４，９９６千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。 
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   平成２９年１１月１６日              南 部 町 長 陶 山 清 孝 

 

   平成２９年１１月  日           決  南部町議会議長 秦 伊 知 郎 

------------------------------------------------------------ 

 ３ページをごらんください。こちらに地方債補正を記載しております。追加といたしまして、

林道補助災害復旧事業、林道単独災害復旧事業、公共土木施設（道路）補助災害復旧事業、公共

土木施設（道路）単独災害復旧事業、公共土木施設（河川）補助災害復旧事業、公共土木施設

（河川）単独災害復旧事業、合計３，８３０万円を限度額としております。起債の方法、利率等

につきましては、ごらんのとおりでございます。 

 次に、変更にいたしましては、農地補助災害復旧事業といたしまして、限度額９０万を２４０

万に変更するものでございます。 

 ７ページへお移りください。歳出の御説明いたします。まず、７款土木費、２項道路橋梁費、

３目道路維持費でございます。これ１５１万３，０００円を補正いたしまして、５，３２０万１，

０００円とするものでございます。中身につきましては、道路維持に関しまして、除雪機の修繕、

点検、あるいは２台の整備等をしております。 

 次、１０款災害復旧費、１項農林水産業施設災害復旧費、１目農地災害復旧費ですが、これは

３００万を追加いたしまして、４７０万とするものでございます。これは農地災害復旧、具体的

には柏尾の畦畔に関するものでございます。 

 同じく３目林業施設災害復旧費につきましては、７，１７４万８，０００円を追加いたしまし

て、７，１７５万円とするものでございます。これは鎌倉山線、行者山線等に関するものでござ

います。 

 同じく１０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋梁災害復旧費でございま

すが、これは１，１９９万９，０００円を追加いたしまして、１，２００万とするものでござい

ます。これは伐株線、金山線等に関するものでございます。 

 次の８ページをごらんください。２目の河川災害復旧費でございますが、これは１，５９９万

９，０００円を追加いたしまして、１，５９９万９，０００円とするものでございます。これは

河川災害といたしまして、台風１８号によるダメージを受けました法勝寺川の復旧に関するもの

でございます。 

 ５ページをお開きください。歳入につきましてですが、１２款分担金及び負担金、１項分担金、

１目農林水産業費分担金、これは３０万を補正いたしまして、１０５万７，０００円とするもの
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でございます。これは先ほど申しました柏尾の畦畔の分担金でございます。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、３目災害復旧費国庫負担金でございます。これは１，４

００万５，０００円を補正いたしまして、１，４００万７，０００円とするものでございます。

これは伐株線ほかの国庫負担金に関するものでございます。 

 １５款県支出金、２項県補助金、７目災害復旧費補助金、これにつきましては３，７９２万４，

０００円を補正いたしまして、３，８４２万６，０００円とするものでございます。これは先ほ

どの柏尾の畦畔等、あるいは鎌倉山線等に関します県の補助金でございます。 

 それから、一番下、町債がありますが、これは３，９８０万円補正いたしまして、４，０７０

万とするものでございます。これは先ほど申しました各事業におけます事業債に関するものでご

ざいます。 

 はぐっていただきまして、６ページですが、これも先ほどの続きでございます。 

 ９ページをお開きください。これが地方債の見込みを記載しております。前年度末現在高見込

み額、これが２８年度ですが、これが６７億７４６万２，０００円としておりますが、この一番

右、現在における平成２９年度末の見込み残高が一番下に書いてありますように、６５億５，７

３４万１，０００円と考えております。 

 これで説明を終わらせていただきます。よろしく御審議、お願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けましたが、提案に対しまして質疑はありませんか。 

 ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番、板井です。きょう、この本会議の前の全協で詳細について

はいろいろと説明を受けました。その中の一つとして、道路維持事業の中に各協議会のほうに

貸し出しをしている小型の除雪車なんですが、そういったものの整備、点検ということで追加

の補正があります。 

 昨年、ちょっと大きな事故があって、そういったことも踏まえたことだと思うんですけれど、

例えばその使い方ですね、協議会から各集落のほうに貸与がしてあって、協議会だけではなく各

集落の方々も使われるという中において、その安全面に対する講習会とか、そういったことにつ

いての対応は計画をしておられないのか確認をとりたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。安全面ということで、小型除雪機の安全講習会とい

うのをことし計画しております。具体的な日にちにつきましては、１１月の３０日に行います。

場所はこの法勝寺庁舎で、まず座学をして、外で駐車場を使いまして実習をするという中身に
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しております。協議会の方ばかりではなく、各集落の方からも参加の応募をいただいておりま

して、きょうが締め切りになるんですけども、先ほど現在で３０名の方に御参加いただけると

いうことになっております。 

 ちなみに、余談になるんですけども、先般、１１月の１４日には委託業者、町から除雪を委託

してる業者１０業者、うち農業法人が２つございますけども、１１月の１４日に除雪機械の操作

技能講習会というのを座学と実技のほう、行っております。講師には県の方からの御協力いただ

いて開催いたしました。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） これに先立つ全協でお聞きしたんですけども、どなたでした、三

鴨議員の質問の中で委託料の問題があったときに、ちょっと私も聞きそびれたことを聞きます

が、今回２１万６，０００円の委託料というのは、中身が点検等を業者に委託するというのが

わかりました。今まで事故もあったからということもあるんですけども、道路維持事業の中で

この小型の除雪機を振興協議会に出していて、集落等でお願いするということなんですけども、

この振興協議会や集落がするには町道等が含まれるわけですよね。とすれば、町道に管理責任

を持つ町とすれば、どの振興協議会ないしは集落がどの町道を除雪しているかということは把

握なさっているんでしょうか。そのときの経費についてはどのような考え方してるのかという

のをちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長です。小型除雪機を使いまして町民の皆様がしていただく

ということですけども、路線についての把握は完全にできておりません。できておりませんけ

ども、このたび、職員のほうが各協議会に回らせていただきまして聞き取りをしまして、大体

の路線は把握させていただいたつもりでおります。地図づくりのほうは今現在、作業中なんで

すけども、除雪、業者のほうがする路線、地元でやっていただく路線というのを地図上で整備

していって把握したいというふうに考えております。 

 それと、その除雪作業上の支援なんですけども、これまでのふれあい道路サポート事業という

のがございましたが、これが主にといいますか、ほとんど除雪じゃなくて、除草作業のほうへの

燃料支給のみとなっておりまして、このたび、職員のほうがＰＲさせていただきまして、各協議

会回りまして。除雪でも燃料が支給できますということを御案内いたしました。作業にかかる、

いわゆる燃料代のほうを現物でガソリンスタンドにとりに行っていただくということになるんで
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すけども、燃料支給ということをさせていただくようにしております。それで、既に１集落から

応募がございまして、１２月までにスタンドにとりに行っていただくということになっておりま

す。答弁ですので、ちょっとＰＲしてはどうかと思うんですけども、もしお聞きになっておられ

る集落の方ございましたら、除雪の小型機械の燃料支給が町のほうでできますので、ぜひとも御

活用いただきたいと思っております。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 除雪機の燃料支給については課長の答弁でよくわかりました。 

 除雪機がどの道路を除雪してるかというのは把握する段階だというふうに理解していいわけで

すね。 

 これは町長にお聞きしておきたいと思うんですけども、あってはならないことだけども、事故

等のことを想定してた場合には、どこの誰がなさろうと、町道を除雪しているということについ

ては町が把握しておく必要があるんじゃないかと思うんです。同時に、貸し出した除雪機が町道

以外の場所等でする可能性もあるわけですよね。そこの安全面の確認の問題でいえば、講習等で

なさると思うんですけども、そのような場合、どうするのかということも町は見解を持っておか

ないといけないと思うんですよ。その大前提として少なくとも今、振興協議会ないし集落がやっ

ている町道等の除雪はどこがしているかということはつかんでおく必要があると、こういうつか

むという立場に立つということを確認したいと思うんですけど、それどうでしょうか。そういう

ことですね。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。町道の除雪ということは皆さんの生活に直接関係す

ることですので、私は原則としてできるだけ町が公費を払いながらやらなくちゃいけないこと

だと思ってます。だた、今の出ていますこの小型除雪機というのは、議員の皆さんも御存じの

ように、これを使って車道をあけるというようなことの機能は、まずほどんど期待はできない

です。子供たちの通学であったり、これまで地域の皆さんが手作業でやっていたことを、機械

を使うことによって早く、または高齢化に対応するようなそういう道具であろうと、このよう

に思っています。したがいまして、現時点ではこの町道以外でも近所に高齢者がおられて、そ

こが町道であろうとなかろうと、そういう生活に密着したものについては、余り行政がそのこ

とに対して、ここは町道だけんええだあも、こっちはいけんでというようなそういう縛りはな

く、地域の中で適切な管理をしながら、適切な責任を持ってその地域の中の維持のために、人

が暮らしていく維持のために使っていただければ私はいいと思ってます。そういう少し柔軟な



－16－ 

使い方をしていただきたいんですけども、安全については、これは十分に配慮が要りますので、

今回は講習会をやってみようということに至った次第でございます。まだ、やっていけばいろ

いろな問題も出てくると思います。高齢化も進んでまいります。その都度、地域の皆さんと相

談しながら、どういうことが求められているのか、どういうとこを支援していけるのか、また

はそれはちょっと支援としては難しいのか、こういうことを円卓会議を通じながらやっていき

たいと思ってます。今回の除雪機についても、南さいはくだったと思いますけど、円卓会議の

中で地域の皆さんから直接的な話が出てきて、それに応えたものも一部入ってると思います。

よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 柔軟に考えていくという考え方、よくわかりました。 

 先ほど半ばおっしゃった一つに、一番ひっかかる責任問題なんですよね。町長、今おっしゃっ

たのは、適切に使ってもらって責任もその場所で、責任もあることだと思いますがとおっしゃっ

たということは、この使い方についてはあくまで、全協の中で保険等がないということがありま

したので、責任問題ということになれば、そこを使っている振興協議会ないしは集落等に今の段

階ですよ、今後検討の余地はあると思うんですけども、今の段階では、それは使う者の責任によ

るという立場をとってるということになるわけですか、町は。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） この場所場所によってどういう反応するのかわかりませんけど、行政の

公共事業であったり、それからいろいろな賠償保険に入ってますので、今この議場の中で町長

が適切にこのケースの場合には見られるけど、これは見られないということは言えませんけれ

ども、原則として今の現時点では保険には入っていません。したがって、ケースによってこれ

は見れる、見れない、わかりませんけれども、一定の責任は地域の中で負っていただかなきゃ

ならないなと思っています。子供の中で、例えば石をはねて隣の家のガラスを壊したとか、こ

ういうものは何となく、何となくという表現は悪いんですけども、町が入っています保険の中

でできるんじゃないかと思いますけれども、そのときに何時何分からはこういう作業しますよ

という、何か要るだとか、いろいろなこういう保険ということになると、手順が要るのかもし

れません。もう少しこの辺りについては精査もしながら、できるだけ地域の皆様に安心して使

っていただかなくちゃいけませんし、何にも増して事故がないようにするのが原則だと思いま

すので、もう少しいろいろな点から多角的に考えてみたいなと思っています。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第７０号、平成２９年度南部町一般会計補正予算（第４号）を採決いたします。 

 議案第７０号は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして今期臨時会の会議に付議されました事件は全て議了い

たしました。 

 よって、第５回南部町議会臨時会を閉会したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。これをもちまして平成２９年第５回南部町議会

臨時会を閉会いたします。どうも御苦労さんでした。 

午前１０時４０分閉会 

─────────────────────────────── 


